
６ 10月振り返り期間についてアンケート

夏季休業中の学習状況と９月実力考査との関連について自己分析し，２学期各教科の目標設定

を立てた上で，10月振り返り期間への意識・学習状況の改善が見られたかどうかを調査した（資

料24）。

結果は資料25・26である。「全くできなかった」「できないことの方が多かった」が計48.6％と

約半数の生徒が取り組み状況が悪かったと回答した。理由の主なものは「部活動など学習以外の

ことを優先させたから」が51％と最も高く，部活と勉強の両立ができていない生徒が多いことが

分かる。部活動が中止となる通常の考査期間とは違い，授業と部活動が継続する中で振り返りを

行うことは，「勉強に取り組めないのは部活動があるから」といったような心理的な逃げ道を作

ってしまうことにつながっているのではないかと考えられる。

８月に実施した，夏季休業中の過ごし方についてのアンケートにおいて割合の高かった「教科

書の見直し」「問題集等の見直しや解き直し」や，「授業に集中する」「理解できるよう質問し解

決する」といった授業に関する取り組み向上の意識を，ただ言葉だけではなく実行にまで移させ

るために，指導の改善が必要なのは明白である。また，「特に理由はなく怠けていたから」と回

答した生徒も35.2％と高く，いかに意識を高めさせるか，いかに取り組ませるかを検討し対応し

なければならない。また，振り返り期間の在り方について再検討していく必要性も感じられる結

果となった。

資料24 10月振り返り期間についてアンケート
一方では，「できることが多かった」「よ

くできた」との回答が51.4％であり，「目

標を立てて取り組んだことで,目標を立

てない時より結果はよかった」と76.5％

の生徒が回答している。このような生徒

には，今回の目標を立てた取り組みは有

効であったと考えられる。

なお，今回のアンケートは目標を意識し

て取り組めたか，目標を立てて取り組ん

だ結果はどうだったかを問うものであ

り，知識・技能を習得できたかを問うも

のではなかった。また，振り返り期間に

おける単元テスト等は知識・技能を問う

だけではなく，当然思考・判断・表現を

問うものも含まれる。そのため，知識・

技能の習得を目指して２学期各教科の目

標を立てた結果知識・技能が習得できて

いたかは，各教科での把握に留まってい

る。各教科から情報を収集し，今後の係

としての取り組みに活かしていく。



資料25 10月振り返り期間についてアンケート結果



資料26 10月振り返り期間についてアンケ-ト結果

７ 自己評価アンケ-ト（９月松陽プライド９つの力生徒アンケート）

４月と同内容でアンケートを実施した。結果は資料27である。全体的な傾向，Ｒ６年分析，Ｒ

５・６年度４・９月比較，現時点で最も必要だと考える力についての分析内容は以下の通りであ

る。

資料27 ９月松陽プライド９つの力生徒アンケート結果

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

⑨寄与力

⑧発信力

⑦連携力

⑥自彩力

⑤創造力

④見聞力

③分析力

②基礎力

①自奏力

９月９つの力アンケート結果

自信がない あまり自信がない やや自信がある 自信がある



資料28 松陽プライド９つの力生徒アンケート Ｒ５・６年度比較表



全体的な傾向

「（今の時点でその力に）自信がある（やや自信がある＋自信がある）」生徒の割合に注目して見

ると，概ね，４月より９月の方が数値が低下する傾向があると言える。（Ｒ５の⑥自彩力，Ｒ６の

⑦連携力のみ数値が上昇）

Ｒ６について

⑴ ①自奏力・②基礎力の「自信がある」生徒の割合の低下が他と比べて大きい（4.7％低下）。

→今後も授業や自宅学習に生徒の意識を向けさせ，実行させる働きかけの継続の必要性

⑵ ⑧発信力に「自信がある」生徒の割合が低い（47.5％。他の力は50％を超えている中，一つ

だけ50％を切っている）。

→協働的な学びに取り組む（他者と伝え合う）機会を増やす必要性

⑶ ⑦連携力：一つだけ４月よりも数値が上がっている（ほぼキープ）。

Ｒ５（４月→９月）とＲ６（４月→９月）比較

⑴ ②基礎力：Ｒ５は11.3％低下していたが，Ｒ６は4.7％の低下にとどまる。

⑵ ⑤創造力：Ｒ５は7.2％低下していたが，Ｒ６は0.3％の低下にとどまる。

⑶ ⑧発信力：Ｒ５は7.7％低下していたが，Ｒ６は3.4％の低下にとどまる。

「現時点で最も必要だと考える力（昨年度データなし）」について

上記同様４月と９月で似たような結果が出ている。

⑴ ⑦連携力が４月９月 ともに一番高い数値

→４月の時点では「連携力を大事にしていい人間関係を築こう」という意識が強く，９月の時

点では各行事を経験して，「連携力大事だなあ」と実感する生徒が多いのでは。

⑵ ②基礎力の割合に変化はないが，４月同様大事だと思っている割合は高め。

→授業やテストなどをとおして，基礎力の必要性を感じているのではないか。

⑶ ⑤創造力の割合が最も増加している。（2.8％増加）

２月に最後のアンケートを実施予定である。４・９月の実施を受けて，各学年の傾向を見るた

めには学年毎のアンケートが有効だと感じる部分もあるが，今年度は４・９月の実施形態になら

い同様に行う。アンケートの結果の分析を教科や学年会等で議題とし，生徒の現状を捉え，課題

を意識化するのに役立てていきたい。

なお，今年度アンケートを実施する機会が増えたことにより，回答時間の確保や目的等に関し

て様々な意見が出た。今後，より効率的で意味を実感できるような実施形態についても考えてい

きたい。



８ 授業研究について

昨年度同様，研究公開時の分科会（授業研究）は全教科形態を統一し，行うこととした。授業

研究の流れやねらいについて，資料29を使用し各教科で共有した。

資料29 研究公開時の分科会における授業研究について（一部）

Ⅶ 成果と課題

今年度係としては，主に生徒の実態把握と学びへの意識化の機会確保に取り組む形となった。そ

れにより教師は，本校生徒に身に付けさせたい力を常に意識して指導に当たることができたと考え

る。また，「個別最適な学びと協働的な学びの一体化」を意識しながら，パフォーマンス課題の実

践やルーブリック評価の活用をして，知識・技能を身に付ける取組を各教科実践している。ただし

知識・技能を定着させることは安易なことではなく，引き続き，知識・技能を定着させる指導や，

活用する場面における生徒への支援の手立ての工夫・改善を根気強く継続していく必要がある。最

終的に生徒の変容をどのように見取っていくかは今後の課題である。結果として各教科に研究を委

ねる形になっているが，各教科の取組を集約することで，来年度につなげていきたい。

またその他の課題として，「個別最適な学びと協働的な学びの一体化」に取り組む上で，ＩＣＴ

の効果的な活用の仕方や，ＰＤＣＡサイクルの「Ｄ」「Ａ」の取り組みを生徒自身が調整するため

の指導の工夫，アンケートの実施目的の周知の徹底や，データ蓄積のシステム構築等を進めていき

たい。
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